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■
二
学
期
制
と
は

三
学
期
制
は
、
夏
休
み
と
冬

休
み
を
境
に
一
年
間
を
三
つ
の

学
期
に
分
け
ま
す
が
、
二
学
期

制
は
、
秋
休
み
を
境
に
一
年
間

を
二
つ
の
学
期
に
分
け
ま
す
。

三
学
期
制
に
比
べ
、
二
学
期

制
の
授
業
日
数
は
、
前
期
、
後

期
と
も
に
、
ほ
ぼ
百
日
と
な
り
、

学
期
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
「
二
学
期
制
を
試
行
」「
三

学
期
制
の
ま
ま
研
究
」

平
成
十
六
年
度
の
二
学
期
制

の
研
究
は
、
二
学
期
制
を
試
行

す
る
学
校
と
、
三
学
期
制
の
ま

ま
二
学
期
制
を
研
究
す
る
学
校

に
分
か
れ
ま
す（
五
面
参
照
）。

■
授
業
時
間
が
増
え
ま
す

二
学
期
制
に
な
っ
て
も
授
業

日
や
休
業
日
の
合
計
数
は
、
同

じ
に
運
用
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

二
学
期
制
の
学
校
と
三
学
期
制

の
学
校
と
の
間
で
、
授
業
日
数

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
二
学
期
制
の
学
校

で
は
、
始
業
式
や
終
業
式
、
定

期
テ
ス
ト
の
回
数
を
減
ら
し
た

り
、
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
前

の
短
縮
日
課
を
減
ら
し
た
り
で

き
る
の
で
、
授
業
時
間
が
増
え

ま
す
。

■
研
究
し
ま
す
。
秋
休
み

二
学
期
制
を
導
入
し
て
い
る

多
く
の
市
町
村
で
は
、
秋
休
み

を
「
十
月
の
第
二
月
曜
日
（
体

育
の
日
）
に
続
く
二
日
間
を
含

む
五
連
休
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
設
定
す
る
と
、

年
度
に
よ
っ
て
日
程
が
変
動
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
平
塚
市
で
は
、

年
度
に
よ
っ
て
変
動
し
な
い
秋

休
み
も
考
え
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
の

秋
休
み
の
日
程
は
、
次
の
通
り

で
す
。

�
８
月
30
日
、
31
日
を
授
業
日

に
し
、
そ
の
分
の
休
み
を
10
月

の
第
２
月
曜
日
に
続
く
２
日
間

に
あ
て
、
秋
休
み
に
す
る（
10

月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
五
連

休
）

※
花
水
小
学
校
、
な
で
し
こ
小

学
校
、
浜
岳
中
学
校
は
、
８
月

30
日
、
31
日
を
授
業
日
に
し
、

10
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
が
秋

休
み
に
な
り
ま
す
（
10
月
13
日

の
分
は
７
月
20
日
が
休
み
）。

■
通
信
票
は
年
二
回

二
学
期
制
で
は
、
通
信
票
の

発
行
は
年
二
回
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
に
二
学
期
制
を

試
行
し
た
学
校
で
は
、
通
信
票

に
代
わ
る
評
価
の
工
夫
を
し
、

三
者
面
談
を
し
た
り
、
子
ど
も

自
身
に
よ
る
自
己
評
価
カ
ー
ド

な
ど
を
利
用
し
た
り
し
な
が
ら
、

夏
休
み
直
前
ま
で
の
学
習
の
様

子
を
家
庭
に
伝
え
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
も
各
学
校
で
、

よ
り
き
め
細
か
な
評
価
に
つ
い

て
工
夫
を
し
、
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

�
総
合
学
習
で
つ
く
っ
た
テ
ン
ト
の
下
で
楽
し
い
給
食
（
土
屋
小
学
校
三
年
生
）。
冬
休
み
間
近
の
十
二
月

二
十
二
日
、
三
学
期
制
の
学
校
は
半
日
で
下
校
で
す
が
、
土
屋
小
学
校
は
、
ま
だ
二
学
期
の
途
中
で
す
。

平成14年度に学校週五日制や総合的な
学習の時間が始まったのですが、それら
を進める中で、授業時間の確保や長期継
続的な授業の必要性などの課題が浮かん
できました。こうした様々な課題を解決
していく方法の一つとして、二学期制の
導入が全国的に広がってきています。
平塚市では、先進市の事例などを研究

する中で、子どもの育ちをまず初めに考
えたときに、二学期制には、多くの利点
があると考えました。
例えば、総合的な学習の時間は、学習

過程が長く、学習の場が学校内だけにと
どまりませんから、継続的な長い計画を
立てさせたいんです。三学期制の一学期
ですと夏休み前で一度評価をしてしまい

ます。ところが、二学期制ですと、夏休
み前に途切れることなく、夏休み中にも
課題を見つけ、体験的な学習を継続する
ことができます。
また、学期が長いですから、教師の方

も指導と授業の改善に時間をかけられる
ようになったり、子どもの学習スタイル
をじっくり見て、きめ細かな指導や評価
をしたりということができるようになり
ます。
「年間の授業時間数を確保して、子ど

もたちに基礎・基本をしっかり身に付け
てもらいたい」「子どもたちに余裕を持
って学習を進めてほしい」。そんな教育
への願いがこの二学期制には込められて
います。

学
習
時
間
の
増
加
や
、
柔
軟
な
学
校
行
事
の
実
施
な
ど
が
期
待
で
き
る
二
学
期
制
。
平
塚
市
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
度
は
、

市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
こ
の
二
学
期
制
を
研
究
し
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
校
の
中
に
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
す
で
に
二
学
期
制
を
試
行
し
て
い
る
学
校

が
七
校
あ
り
ま
す（
五
面
参
照
）。
平
成
十
五
年
度
の
研
究
成
果
を
生
か
し
、
平
成
十
七
年
度
の
全
小
・

中
学
校
で
の
二
学
期
制
実
施
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
研
究
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
指
導
室
（
�
35
ー
８
１
２
０
）

二
学
期
制
を
探
る
。

平
成
17
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
平
成
16
年
度
は
市
内
全
小
・
中
学
校
で
研
究

四
・
五
面
に
続
く

初めにあるのは、子どもの育ちです。
宮川利男 教育長



治
基
本
条
例
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み

を
築
い
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
、

話
し
合
う
き
っ
か
け
と
し
て
自
治
基

本
条
例
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
平
塚
」に
つ

い
て
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

２
月
14
日（
土
）午
後
２
時

〜
４
時

▽
会
場

勤
労
会
館

▽
講
師

辻
山
幸
宣
さ
ん
（
財
団
法

人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
理
事
）

▽
定
員

250
人（
先
着
順
）

※
未
就
学
児
の
無
料
保
育（
２
月
６
日

ま
で
に
要
予
約
）、
手
話
通
訳
あ
り

お
申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
で
企
画
課
（
1
21-

９
６
１

８
・
6
０
１
２
０-

７
０
４
５
８
９
・

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

city.hiratsuka.
kanagaw

a.jp

）へ
。

平成16年1月15日　２
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

話　題

１月26日（月）は「文化財防火デー」です。市内には、国
指定重要文化財の光明寺本堂内厨子などの貴重な文化財が
数多くあります。これらの貴重な遺産・文化財を大切に保
存し、後世に伝えていきましょう。

文化財防火デー

貴重な文化財を火災から守ろう
◇問い合わせ先　社会教育課（135ー8124）

市民と市長の�

冬のいどばた会議�
参加者�
募集�

まちづくりについて、市民のみなさんと市長が「語り合う場」です。

u申し込み方法 参加希望日、住所、氏名、電話番号を電話またはファ

クス、Ｅメールで企画課（121－9618・60120－704589・Eメールkikaku

@city.hiratsuka.kanagawa.jp）へ

☆進行役ボランティアも募集します

いどばた会議の進行役をしていただける方も募集します。

u申し込み方法 1月23日（金）までに、電話、ファクス、Eメールで企画課へ

¿

º[

¿

º[

お申し込みは、はがきまたはファクスに住所、氏名、電話番号を記入

し、男女共同参画推進室（〒254－0811八重咲町3ー3JAビルかながわ2階・

622ー3037・121ー7500）へ。※保育、手話通訳あり（2月10日までに要予約）

平
塚
市
職
員
の
給
与
状
況
で
す�

平
塚
市
職
員
の
給
与
状
況
で
す�

平
塚
市
で
は
、
事
務
職
員
、
保
育
士
、
医
師
、
看
護
師
、
消

防
士
な
ど
、
約
二
千
四
百
人
の
職
員
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の

生
活
に
か
か
わ
る
様
々
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
市
職
員
に
支
払
わ
れ
る
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
職
員
の
給
与
状
況
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

一
面
題
字
右
横
参
照
）
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
職
員
課（
1
21-

８
７
６
２
）

区　分� 歳出額Ａ� 実質収支� 人件費Ｂ�

平　成�
１４年度�

区　分�

区　分�
平均給料月額� 平均年齢� 平均給料月額� 平均年齢�

平　成�
１５年度�

平塚市�
国�

住民基本台帳�
人口（年度末）�

人件費率�
（Ｂ／Ａ）�

平成１５年３月３１日�
２５３，４８５人�

千円�
７３，２９３，７０８�

千円�
２，１２６，８５５�

千円�
１７，９６１，６３９�

％�
２４．５�

１.人件費（普通会計決算）�

※職員手当には、退職手当を含みません。給与費は、当初予算に計上された額です。�
　（　）内は、再任用短時間職員です。�

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。�

給　　　与　　　費� 一人あたり�
職員数�
　Ａ�

計�
Ｂ�給　　料�職員手当�

期末・勤勉�
手　　  当�

給与費�
（Ｂ／Ａ）�

千円�
７，７１２，９５８�

千円�
２，６３０，１９０�

人�
１，７２９�
（２７）�

千円�
３，６４８，７２１�

千円�
１３，９９１，８６９�

千円�
７，９６８�

一　般　行　政　職� 技　能　労　務　職�

３７５，９４５円� ４４．０歳� ３２３，３７８円� ４４．４歳�
３２７，６２３円� ４０．５歳� ２８６，３４０円� ４８．９歳�

区　　分�

４．職員の初任給の状況�

３．職員の平均給料月額および平均年齢の状況�

２．職員給与費の状況（普通会計予算）�

５.特別職の報酬などの状況�

８.退職手当�

７.期末・勤勉手当�

６．扶養手当・住居手当・通勤手当�

平　塚　市� 国�

決定初任給�採用２年経過�日給料月額� 決定初任給�採用２年経過�日給料月額�

一般行政職�

技能労務職�

大学卒�

高校卒�

  ２２歳�
（清掃作業�
  員など）�

１８２，９００円�１９７，５００円�

１５２，５００円�１６８，３００円�

１６８，３００円�１８２，９００円� －� －�

１８０，９００円�
１７１，５００円�

１３９，５００円�

 I種�
II種�

III種�

２００，２００円�
１８５，６００円�

１４９，２００円�

区　　　　分�

区　　　　分�

住　居　手　当�

通　勤　手　当�

期末・勤勉手当�

平　塚　市� 国�

平　塚　市� 国�

扶
　
養
　
手
　
当�

（平成１５年４月１日現在）�

（平成１５年４月１日現在）�

（平成１５年４月１日現在）�

（平成１５年４月１日現在）�

配偶者�

そのほかの扶養親族�

配偶者以外の扶養親�
族のうち２人まで�
配偶者のない職員の�
扶養親族のうち１人�

１４，７００円�

１１，２００円�

７，３００円�

５，０００円�
３２，５００円限度�

交通機関利用者実費�
片道１．５㎞以上�

１４，０００円�

１１，０００円�

６，０００円�

５，０００円�
２７，０００円限度�
５０，０００円限度�
片道２㎞以上�

※平成１５年度は、期末手当について０．２５月分（再任用は０．１５月分）引き下げます。�
　（　）内は、再任用職員にかかる支給割合です。�

平成１４年度支給割合�平成１４年度支給割合�
期　末� 勤　勉� 期　末� 勤　勉�

０．６０月分�
（０．３０月分）�

１．４５月分�
（０．７０月分）�

０．６０月分�
（０．３０月分）�

１．４５月分�
（０．７０月分）�６月期�

０．５５月分�
（０．３０月分）�

１．８５月分�
（０．９５月分）�

０．５５月分�
（０．３０月分）�

１．８５月分�
（０．９５月分）�１２月期�

０．２０月分�
（０．２０月分）�

０．２０月分�
（０．２０月分）�３月期�

１．１５月分�
（０．６０月分）�

３．５０月分�
（１．８５月分）�

１．１５月分�
（０．６０月分）�

３．５０月分�
（１．８５月分）�計　�

区　　分�
平　塚　市� 国�

平
成
１４
年
度
退
職
手
当�

支
給
率�

自己都合�勧奨・定年�
勤続２０年�
勤続２５年�
勤続３５年�
最高限度額�

平均勤続年数�

自己都合�
２，６８８千円�

勧奨・定年�
２６，０９８千円�

７．４年� ３３．３年�

２８．８７５月分�
４４．５５月分�
６２．７月分�
６２．７月分�

２１．０月分�
３３．７５月分�
４７．５月分�
６０．０月分�

自己都合� 勧奨・定年�
３５．２８月分�
４５．３６月分�
６２．７月分�
６２．７月分�

２１．０月分�
３３．７５月分�
４７．５月分�
６２．７月分�

－�

－� －�

そのほかの加算�
措置�

　　　　　　勤続１０年以上２０年未満�
　　　　　　　　　　　　………１号給�
　　　　　　勤続２０年以上………２号給�

定年前早期退職特例�
措置（３～１５%加算）�

定年前早期退職特例�
措置（２～２０%加算）�

退職時特別昇給�
　　　　………１号給�

区　　分� 平　塚　市�

給料（月額）�

報酬（月額）�

期末手当�
（１４年度支給割合）�

１，００９，０００円�
８３９，０００円�
７３５，０００円�
６１９，０００円�
６２２，０００円�
５４６，０００円�
５０７，０００円�
２．０５月分�
２．１０月分�
０．４５月分�
４．６０月分�

６月期�
１２月期�
３月期�

計�
議会関係も同様の支給割合�

※平成１５年度は、期末手当について０．２５月分引き下げます。�

●各種手当の状況� ●給与などの状況�

市 長 �
助 役 �
収 入 役 �
常勤監査委員�
議 長 �
副 議 長 �
議 員 �
市 長 �
助 役 �
収 入 役 �１４年度退職手当職員�

１人あたり平均支給額�
（１４年度決算）（全職種）�

　職員に支給される給与は、毎月支給される給

料や各種手当と退職時に支給される退職手当か

らなっています。手当には、下の表にある手当以

外に、調整手当、特殊勤務手当、時間外勤務手当

などがあります。�

定年退職時�
特別昇給�

職
員
給
与
状
況
表
の
見
方

①
１
表
、
２
表
は
、
全
国
的
に
比

較
し
や
す
い
普
通
会
計
に
よ
っ
て

い
ま
す
。

②
３
表
は
、
総
務
省
が
実
施
し
て

い
る
給
与
実
態
調
査
の
資
料
に
よ

る
一
般
行
政
職
に
技
能
労
務
職
を

加
え
て
い
ま
す
。

９.定員の状況（部門別職員数の状況）�

部　　門�
職　員　数�

主 な 増 減 理 由 �

一般行政部門�

総　　　計�

公営企業等会計（病院・下水�
道事業・競輪場など）部門�

特別行政（教育・消防）部門�

１，１４２人�
（３２人）�

６６５人�
（０人）�
２，４０５人�
（４９人）�
２，６１０人�

５９８人�
（１７人）�

１，１５４人�
（１６人）�

６５３人�
（１人）�
２，３９１人�
（２８人）�
２，６１０人�

５８４人�
（１１人）�

１２人�
（－１６人）�

－１２人�
　（１人）�
－１４人�
（－２１人）�

－１４人�
（－６人）�

条例で定められた職員定数�

平成１４年�平成１５年�
対前年�
増減数�

教育部門の業務の見直しなど
による減員�
退職や欠員の不補充による減員�
下水道使用料事務見直しによる減員�

各課業務増による増員�

（各年４月１日現在）� ※�

職
員
数
は
一
般
職
の
職
員
数
で
、地
方
公

務
員
の
身
分
を
保
有
す
る
休
職
者
、派
遣

職
員
な
ど
を
含
み
ま
す
。
教
育
長
、臨
時

職
員
、非
常
勤
職
員
は
除
い
て
い
ま
す
。�

（
　
）内
は
、再
任
用
短
時
間
職
員
で
す
。�

２,５００�

２,４００�

平成１１� １２� １３� １４� １５�
（年）�

２,３９１�

２,６００�
（人）�

２,５２６�
２,４９６�

２,４５７�

２,４０５�

職員数の推移�職員数�

（事務職や�
　技術職など）�

（ごみ収集や学校給�
  食に携わる職員など）�

（各年４月１日現在）�（平成１５年４月１日現在）�

合計�
２，３９１人�

一般行政職�

技能労務職�
�

４３６人�

福祉職１０４人�
税務職９７人�
教育職２６人�

医療職�
５１２人�

消防職２４７人�

９６９人�

地
方
分
権
に
伴
い
、
自
治
体
の
独

自
性
と
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
塚
市
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
平
塚
」を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
築
い
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
『
自

治
基
本
条
例
』
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
自
治
基
本
条
例
の
策
定

に
は
、
市
民
、
議
会
、
行
政
の
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
十
分
な
議
論
が
不
可

欠
で
、
今
後
、
市
民
委
員
会
の
設
置

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
自

講
師
　
辻
山
幸
宣
さ
ん

日時 2月26日（木）
午後2時～4時

会場 中央公民館

定員 700人（先着順）

日　　　時� 会　　場� 締め切り�
１月３１日（土）午後２時～４時�
２月６日（金）午後７時～９時�
２月１６日（月）午後７時～９時�
２月２２日（日）午後２時～４時�

岡崎公民館�
南原公民館�
なでしこ公民館�
吉沢公民館�

１月２３日（金）�
１月２９日（木）�
２月９日（月）�
２月１３日（金）�

定
員
各
２５
人（
抽
選
）�



レポーター
笹尾清美さん

夢‥‥それは歌声喫茶

音楽ボランティア大庭昌子さん

平
塚
栗
原
ホ
ー
ム
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
、
に
こ
や
か
に
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
を
弾
い
て
い
ら
れ
る
大
庭

昌
子
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

大
庭
さ
ん
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
な
ど
の
楽
器
を
手
に
、
老
人
ホ

ー
ム
や
障
害
者
施
設
、
病
院
、
地

域
の
子
ど
も
会
、
音
楽
サ
ー
ク
ル

な
ど
で
年
間
三
百
回
以
上
も
歌
と

演
奏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

楽
譜
も
持
た
ず
に
演
奏
す
る
大

庭
さ
ん
は
、
知
っ
て
い
る
曲
を
口

で
歌
う
よ
う
に
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
を
弾
い
て
い
る
と
「
手
が
自
然

に
鍵
盤

け
ん
ば
ん

を
弾
い
て
歌
っ
て
く
れ
る

の
」
と
や
さ
し
く
笑
い
、「
電
気
も

い
ら
ず
に
み
ん
な
の
中
に
入
っ
て

行
か
れ
る
す
ば
ら
し
い
楽
器
よ
」

と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
魅
力
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
庭
さ
ん
は
こ
の
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
に
「
吾
子
出
音

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

」（
音
を
出
す

わ
が
子
）と
命
名
し
、
大
切
に
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

大
好
き
な
音
楽
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
一
緒
に
歌

い
、
心
が
通
じ
合
う
。「
み
ん
な
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
い
ち
ば

ん
う
れ
し
い
」
と
話
さ
れ
、
い
つ

か
み
ん
な
で
歌
え
る
「
歌
声
喫
茶

を
や
っ
て
み
た
い
」
と
夢
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

「
家
族
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
続
け
て
こ
ら
れ
た
」
と
振
り

返
る
大
庭
さ
ん
。
今
日
も
き
っ
と

ど
こ
か
で
、
大
庭
さ
ん
の
弾
く
す

て
き
な
「
吾
子
出
音
」
に
合
わ
せ
、

元
気
な
歌
声
が
響
い
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

音楽が大好きな大庭さん。20歳のときに職場の
先輩が持っていたアコーディオンと出合いました。
子育て期間の小休止を経て30年以上のボランティ
ア活動の功績に、昨秋、緑綬褒章

りょくじゅほうしょう

が贈られました。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
大
庭
昌
子
さ
ん

３ 広報ひらつか　第759号（1日・15日発行） 暮 ら し

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
市
政
に
対

す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
す

る
た
め
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
市
の
行
政
施
策
な
ど
に
関
心

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
主
な
活
動

・
モ
ニ
タ
ー
通
信
に
よ
る
地
域
情
報

の
提
供
や
市
へ
の
意
見
の
提
出

・
各
種
研
修
会
へ
の
参
加

・
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
お
よ
び
取
材
の
協
力

▽
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
の

20
歳
以
上
の
方（
国
・
地
方
公
共
団
体

の
職
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職

に
あ
る
方
、
国
・
県
の
同
じ
目
的
の

モ
ニ
タ
ー
を
し
て
い
る
方
は
除
く
）

▽
任
期

４
月
１
日
〜
平
成
18
年
３

月
31
日（
２
年
間
）

▽
謝
礼

年
額
一
万
二
千
六
百
円

▽
募
集
人
数

24
人
（
応
募
者
の
地

域
、
性
別
、
年
齢
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
選
考
）

▽
応
募
用
紙
配
布
場
所

市
民
情
報
・

相
談
課（
市
役
所
一
階
）、
公
民
館

▽
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
応
募
用
紙
に
添
付
し

て
あ
る
封
筒（
市
長
へ
の
手
紙
・
郵
送

料
市
負
担
）で
郵
送
す
る
か
、
直
接
市

民
情
報
・
相
談
課
ま
た
は
公
民
館
へ

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

一
面
題
字
右
横
）
か
ら
も
直
接
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

▽
締
め
切
り

２
月
20
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
情
報
・

相
談
課（
1
21-
８
７
６
４
）へ
。

市内29園に通う園児たちが描いた絵を展示します。子どもた
ちが描く世界をお楽しみください。
u日時 1月18日（日）まで、午前10時～午後4時30分（18日は午
後3時まで） u会場 美術館市民アートギャラリー

保育園児の絵画展を開催
◇問い合わせ先　若草保育園（154ー0221）

す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
よ
る
条
文
の
整
備
を
し
ま

し
た
。

◆
教
育
委
員
の
選
任
…
空
席
と
な
っ

て
い
た
教
育
委
員
に
、
小
澤
博
さ
ん

（
片
岡
）の
選
任
を
求
め
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

十
一
月
二
十
七
日
に
開
会
し
た
市

議
会
十
二
月
定
例
会
で
「
平
塚
市
一

般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
、
二
十
一

議
案
を
市
長
が
提
案
し
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
二
十
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
新
町
工
場
跡

地
購
入
に
か
か
る
債
務
保
証
の
「
平
成

十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
五
号
」

に
つ
い
て
は
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
…
六
億
一
千

九
百
十
二
万
八
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算

規
模
は
、
七
百
六
十
九
億
七
千
八
百

三
十
五
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
重
度
障
害
者
医
療

費
支
給
事
業
、
要
保
護
お
よ
び
準
要
保

護
児
童
生
徒
援
助
事
業
、
平
塚
市
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
で
す
。

◆
「
平
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
…
市
民
の
ご
み
の
減
量
化
や

資
源
化
、
再
生
利
用
な
ど
の
拠
点
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
開
設
す

る
に
あ
た
り
、
施
設
の
設
置
や
管
理

な
ど
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◆
平
塚
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
…
平
成
十
六
年
四
月
の
組
織
改
革

に
伴
い
、
防
災
安
全
部
の
追
加
や
部

の
名
称
変
更
、
事
務
分
掌
の
改
正
を

研
修
や
施
設
見
学
な
ど
、
市
政
に
つ
い
て

熱
心
に
学
ぶ
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん

教育委員小澤博さん

東海地震は、発生の予知ができるとされてい

る地震で、その切迫性が指摘され、平塚市は「地

震防災対策強化地域」に指定されています。

気象庁は、東海地震の発生の危険度に応じて

「観測情報」「注意情報」「予知情報」の3段階の

地震情報を発表することを決定しました。

【観測情報】観測データに異常があるが、東海

地震との関係についての判断ができない場合に

発表されます。より危険度が高まった場合は

「注意情報」、発生のおそれがなくなった場合は、

その旨の情報が発表されます。

☆市民のみなさんは…テレビやラジオなどで正

確な情報を把握

【注意情報】東海地震の発生が高まったと判断

された場合に発表されます。国、県、市などの

関係機関は、被害を最小限に抑える措置や応急

対策活動の準備を進めます。また、児童・生徒

の帰宅など安全確保対策を実施します。

☆市民のみなさんは…①飲料水や生活用、消火

用の水を確保②家族との連絡方法や集合場所の

確認③家具などの転倒防止やガラスの飛散防止

措置④火の使用を制限⑤非常持ち出し袋を確認

し、すぐ持ち出しできる場所に移動⑥避難路や

避難場所、脱出口の確認⑦なるべく外出はやめ、

自動車は使わない

【予知情報】東海地震の発生が極めて高いと判

断された場合に発表されます。これを受けて、

内閣総理大臣が「警戒宣言」を発表し、地震防

災応急対策が実施されます。

☆市民のみなさんは…動きやすい服装の着用（長

ズボン、長そで、室内に靴を用意）

●警戒宣言が発令されたら

電車やバスなどの公共交通機関の運転停止や

道路交通規制など、様々な警戒宣言発令時対策

が実施されます。津波やがけ崩れなどが予想さ

れる地域の方は、指定避難地など安全な場所に

避難し、それ以外の方は、自宅で地震発生に対

応できるよう準備してください。

□問 消防本部防災課（121ー9734）

平塚市では現在11園の市民農園を開設し

ています。今回、新たに50区画の募集をし

ます。みなさんも野菜づくりに挑戦してみ

ませんか。

u対象 市内にお住まいの方

u募集農園 南豊田古川市民農園第2（新規

開園・豊田小学校東側）50区画（１区画40

㎡）、抽選

u利用期間 3月1日から2年間

u利用料金 年額8,000円

お申し込みは、1月23日（金）までに、往復

はがき（1世帯1枚）に、住所、氏名、年齢、

電話番号を記入し、農産課（〒254－0051豊

原町2ー14・135ー8102）へ。

こちら「119番」消防署です� 東海地震の情報区分が変わりました�

平
塚
市
に
は
史
跡
や
景
勝
地
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
身
近
に

あ
る
観
光
資
源
を
み
な
さ
ん
に
触
れ

て
い
た
だ
く
た
め「
観
光
文
化
展
」を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
地
域
別
に

見
て
き
た
観
光
資
源
を
テ
ー
マ
別
に

紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時

１
月
22
日（
木
）〜
27
日（
火
）、

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
27
日

は
午
後
１
時
ま
で
）

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ
ザ

【
内
容
】

○
市
内
の
観
光
史
跡
な
ど
の
紹
介

・
史
跡
や
社
寺
、
古
道
な
ど
の
写
真

と
解
説
を
パ
ネ
ル
で
展
示

・
観
光
史
跡
を
地
図
と
写
真
で
紹
介

・
文
化
財
資
料
な
ど
の
展
示

○
小
冊
子
な
ど
の
発
行
・
販
売

・
展
示
し
た
写
真
と
解
説
文
を
編
集

し
た
小
冊
子
の
販
売（
１
冊
200
円
）

・
錦
絵
ポ
ス
タ
ー
の
販
売（
１
枚
500
円
）

・
郷
土
誌
な
ど
の
紹
介
と
販
売

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観
光
課

（
1
35-

８
１
０
７
）へ
。

¨ ‡ æ ” s ›



小
川

今
年
度
、
二
学
期
制
を
試
行
し

て
、
今
ま
で
と
い
く
つ
か
違
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
が
変
わ
り
ま
し
て
、
六
年
生

の
林
間
学
校
は
、
五
月
中
旬
か
ら
七
月

中
旬
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
五
年
生

は
、
七
月
の
夏
休
み
前
に
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
を
し
て
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り

ま
し
た
。

原

林
間
学
校
は
、
準
備
に
時
間
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
て
、
余
裕
を
持
て
た

と
思
い
ま
す
。

関
野

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
は
、
そ
の
た
め

の
総
合
学
習
の
時
間
を
多
く
と
っ
て
も

ら
っ
て
ゆ
っ
た
り
で
き
ま
し
た
。

小
川

林
間
学
校
は
今
ま
で
五
月
だ
っ

た
の
で
す
が
、
五
月
と
い
う
時
期
は
、

家
庭
訪
問
や
春
の
遠
足
、
ク
ラ
ス
の
係

り
決
め
な
ど
と
重
な
っ
て
慌
た
だ
し
か

っ
た
で
す
。
そ
れ
を
七
月
に
移
動
さ
せ

た
こ
と
で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
取
り

組
め
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

山
本

学
校
行
事
で
す
と
、
秋
は
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
本
当
は
、
夏
休

み
前
に
一
つ
で
も
行
事
が
移
動
し
て
く

れ
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
運
動

会
の
日
程
も
早
ま
り
、
地
域
の
行
事
も

あ
っ
た
の
で
、
秋
は
子
ど
も
た
ち
の
生

活
面
の
余
裕
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
気
が

し
ま
す
。

大
野

こ
の
地
域
は
子
ど
も
会
の
行
事

へ
の
参
加
率
も
す
ご
く
高
い
ん
で
す
。

越
光

学
校
が
二
学
期
制
に
な
る
と
、

地
域
の
行
事
も
学
校
と
密
接
な
関
係
を

と
っ
て
、
入
れ
替
え
る
必
要
が
あ
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
秋
に

必
ず
や
っ
て
い
た
行
事
も
、
秋
に
必
ず

や
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
五
月
や

六
月
に
と
い
っ
た
よ
う
な
思
い
き
っ
た

こ
と
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
全
市
統
一
で
二
学
期
制
に

な
れ
ば
、
行
事
の
持
っ
て
い
き
方
も
つ

く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
か
ら
は
、
大
き
な
視
野
で
学
校
と
地

域
を
見
つ
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

５ 広報ひらつか　第759号（1日・15日発行） 特　集
平塚市役所　電話23-1111・35-1111 http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp

平成16年1月15日　４

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙
　
郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

�
０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
�
21
―

８
７
６
４
）

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

市民相談室
（市役所１階）

�21－8764
◇人権 １月20日（火）、２月

３日（火）13時～16時

◇行政 ２月３日（火）13時～

16時

◇一般法律（予約制）毎週水・

木曜日13時～16時

◇登記・供託・測量 ２月13日

（金）13時～16時

◇住宅（新・改築） １月20日

（火）13時～16時

◇発明・考案・特許 ２月９日

（月）10時～15時

◇下請け取り引き １月19日

（月）13時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 ２月

10日（火）13時～16時

◇外国籍市民

スペイン語相談は毎月第１・

３水曜日、ポルトガル語相

談は毎月第２・４水曜日９

時～12時

◇手話案内 毎週金曜日９時

～12時30分

◇建築設計・耐震・バリアフリー

１月19日（月）13時～16時

◇許認可各種届出　１月27日

（火）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日

８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜

日９時30分～16時

◇法律（予約制）２月10日（火）

13時30分～15時30分

◇生活支援 毎週月～金曜日

８時30分～17時

◇ボランティア 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇母子 毎週月～金曜日９時

～16時

◇家庭児童 毎週月～金曜日

９時～16時

◇電話 毎週月～金曜日10時

～16時

◇ヘルスアップ相談（予約制・

生活習慣病などの相談）１月

27日（火）13時～15時、２月

10日（火）９時30分～11時

◇来所 毎週月～金曜日10時

～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時

～17時（第2・4土曜日は除く）

◇青少年相談　毎週月～土曜

日10時～18時30分

◇ヤングテレホン�33－7830
みみでなやみなし

（青少年専用ダイヤル）

毎週月～土曜日10時～18時

30分

◇子育ての相談・情報提供

月・火・水・金曜日10時～

15時

◇子どもの発達・発育の相談

毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇来所・電話 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇来所・電話（勤労者・事業

主対象）２月12日（木）13時

～16時

JAビルかながわビルかながわ�

平塚�
商業高�

保健福祉総合相談
（市役所１階）

�21－8779

福祉会館

�33－2333

消費生活センター
（JAビルかながわ2階）

�21－7530

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

�・FAX34－9076

健康相談
（保健センター）

�34－0311
労働相談
（勤労会館）

�32－3355

青少年相談室
（市民センター２階）

�34－7311

療育相談室
（福祉事業センター）

�・FAX32－2738子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

�36－6013

昨
年
の
十
二
月
二
十
日
、
土
屋
小
学
校
で
、
二
学
期
制
を
テ
ー
マ
に
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

土
屋
小
学
校
で
は
、
平
成
十
五
年
度
、
す
で
に
二
学
期
制
を
試
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
体
験
を
、

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
先
生
、
地
域
の
方
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

※
参
加
者
は
下
表
。
司
会
・
窪
田
徹
さ
ん
（
土
屋
小
学
校
教
諭
）、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
岩
崎
良
太

郎
さ
ん（
土
屋
小
学
校
校
長
）で
す
。
内
容
は
、
広
報
課
で
要
約
し
ま
し
た
。

Q
A&

平成16年1月1日現在で所有している償却資産の所有状況を申告してください。
�対象 土地、家屋を除く事業用償却資産（備品、工具、機械装置など）で、そ
の減価償却費が所得の計算上、損金または必要経費として算入されるもの

�申告場所 固定資産税課（市役所1階⑥番窓口）

申告はお早めに

償却資産の申告は、2月2日まで
◇問い合わせ先　固定資産税課（�21-8768）

小
川

三
学
期
制
か
ら
二
学
期
制
に
な

っ
た
の
で
、
通
信
票
の
回
数
も
三
回
か

ら
二
回
に
な
り
ま
し
た
。
一
回
目
の
通

信
票
が
十
月
半
ば
に
な
っ
た
の
で
、
担

任
と
し
て
は
、
そ
の
前
に
一
度
、
保
護

者
の
方
に
子
ど
も
の
様
子
を
伝
え
る
機

会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
夏
休
み
前
に
三
者
面
談
を
開
い
て
、

保
護
者
や
子
ど
も
と
疎
通
が
は
か
れ
た

こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

原

三
者
面
談
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ

た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
。
話
す
よ
り
見

た
ほ
う
が
早
い
の
で
通
信
票
の
ほ
う
が

い
い
と
思
い
ま
し
た
。

関
野

三
者
面
談
は
、
全
部
の
科
目
を

評
価
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

通
信
票
の
ほ
う
が
「
自
分
が
ど
ん
な
と

こ
ろ
が
で
き
て
い
る
の
か
」
が
分
か
る

の
で
い
い
で
す
。

大
野

子
ど
も
に
直
に
先
生
か
ら
励
ま

し
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
の
で
三
者
面
談

は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

機
会
は
中
々
無
い
で
す
か
ら
。

山
本

三
者
面
談
で
は
、
学
習
面
だ
け

で
な
く
、
生
活
面
で
も
先
生
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
普
段
見

ら
れ
な
い
生
活
態
度
が
分
か
っ
て
安
心

し
ま
し
た
。

木
村

通
信
票
で
は
な
く
て
も
、
習
熟

度
と
か
、
途
中
の
様
子
と
か
に
つ
い
て

の
同
じ
情
報
が
家
庭
の
中
に
伝
わ
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先
生
の

話
を
母
親
が
聞
い
た
場
合
、
又
聞
き
に

な
る
父
親
に
は
伝
わ
る
も
の
と
伝
わ
ら

な
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
。

安
池

や
は
り
、
休
み
前
に
分
か
る
も

の
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

木
村

世
の
中
の
動
き
が
速
く
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
子
ど
も
の
変
化
に
早
く

気
付
い
て
あ
げ
て
、
手
を
打
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
勤
め
て
い
る
と
、
子

ど
も
に
目
を
向
け
る
時
間
は
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
各
家
庭
へ
子
ど
も

の
様
子
を
知
る
情
報
提
供
を
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
わ
た
し
た
ち
も
積
極
的

に
子
ど
も
の
様
子
を
知
る
機
会
を
つ
く

っ
た
り
、
そ
れ
に
参
加
し
た
り
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

越
光

わ
た
し
は
、
三
者
面
談
は
い
い

と
思
い
ま
す
。
書
く
も
の
よ
り
も
生
で

や
り
と
り
し
た
ほ
う
が
理
解
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
村

三
者
面
談
は
わ
た
し
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
一
部

の
情
報
し
か
伝
わ
ら
な
い
と
い
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
三
者
面
談
は
、
そ

の
場
で
思
っ
て
い
る
こ
と
し
か
聞
け
な

い
の
で
、
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
が
深
く

聞
け
る
よ
う
に
、
事
前
に
、
課
題
だ
と

か
、
子
ど
も
の
才
能
だ
と
か
を
伝
え
て

も
ら
う
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

安
池

通
信
票
が
二
回
に
な
っ
て
、
親

が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
を
書
く
機
会

が
一
回
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
個
々

に
で
は
な
く
て
も
い
い
で
す
か
ら
、
こ

う
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
と
い
う
報
告

を
休
み
前
に
も
ら
っ
て
、
そ
れ
に
対
し

て
親
か
ら
の
意
見
を
も
ら
え
る
よ
う
な

形
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
本

活
動
報
告
は
、
学
級
通
信
も
役

立
ち
ま
す
。
も
ら
っ
て
く
る
学
級
通
信

は
す
ご
く
丁
寧
に
書
い
て
あ
っ
て
、
子

ど
も
の
新
た
な
面
に
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
ね
。

小
川

二
学
期
制
に
な
っ
て
、
八
月
の

最
後
の
二
日
が
授
業
日
に
な
っ
て
、
代

わ
り
に
、
秋
の
三
連
休
に
二
日
プ
ラ
ス

し
て
、
秋
休
み
が
で
き
ま
し
た
。

木
村

今
年
度
は
、
秋
休
み
を
ど
う
使

う
か
と
い
う
準
備
が
で
き
な
く
て
、
特

別
何
も
し
な
か
っ
た
で
す
。
準
備
不
足

か
な
と
思
っ
た
の
で
、
こ
の
経
験
を
来

年
度
は
う
ま
く
生
か
し
た
い
で
す
。

安
池

秋
休
み
と
い
っ
て
も
途
中
に
地

区
レ
ク
の
日
が
あ
っ
た
の
で
、
使
い
づ

ら
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

原

平
日
だ
っ
た
の
で
お
店
は
す
い
て

い
て
良
か
っ
た
で
す
。

山
本

テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
混
ん
で
い
ま

し
た
。
月
曜
日
か
ら
火
曜
日
に
か
け
て

行
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

原

八
月
の
終
わ
り
は
、
ほ
か
の
学
校

が
三
学
期
制
だ
っ
た
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
と
登
校
日
が
重
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
学
校
優
先
な
の
で
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
に
行
け
な
く
て
残
念
で
し
た
。

山
本

正
直
言
っ
て
大
き
な
変
化
は
感

じ
て
い
ま
せ
ん
。
不
安
も
わ
た
し
は
無

い
で
す
ね
。

大
野

夏
休
み
前
も
普
通
に
授
業
が
あ

っ
た
の
で
、
落
ち
着
い
て
勉
強
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

木
村

は
じ
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
調

整
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
の
は
当
然
だ

と
思
い
ま
す
が
、
特
別
な
問
題
は
無
か

っ
た
で
す
。
不
安
な
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、
学
校
や
地
域
の
工
夫
で
解
決
で
き

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

安
池

結
局
、
親
と
し
て
は
、
通
信
票

の
差
だ
け
で
す
ね
。
二
学
期
制
は
、
ま

ず
、
子
ど
も
と
先
生
が
ど
う
す
る
か
考

え
て
、
双
方
に
と
っ
て
い
い
制
度
に
な

る
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
川

二
学
期
制
を
試
行
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
リ
ズ
ム
を
持
っ
て
じ
っ
く
り

取
り
組
む
と
い
う
可
能
性
が
広
が
っ
た

と
い
う
感
触
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
子
ど
も
た
ち
に
し
て
み
た
ら
、
手

応
え
や
実
感
の
あ
る
学
び
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
年
度
末
に

先
生
た
ち
で
、
年
間
を
振
り
返
っ
て
反

省
し
て
、
来
年
度
に
向
け
て
相
談
し
て

い
き
ま
す
。

はじめての二学期制。座談会は、それぞれの体験を聞く貴重な機会になりました。

●
三
学
期
制
の
ま
ま
で
は
、
い
け
な
い

の
で
す
か

三
学
期
制
は
、
日
本
の
気
候
や
風
土

に
あ
っ
た
伝
統
あ
る
制
度
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
を
充
実
さ
せ
た
り
、

学
校
が
特
色
あ
る
活
動
を
進
め
た
り
す

る
た
め
に
は
、
二
学
期
制
の
方
が
よ
り

良
い
で
す
。

●
二
学
期
制
に
な
る
と
、
授
業
時
間
は

ど
れ
く
ら
い
増
え
る
の
で
す
か

始
業
式
や
終
業
式
、
定
期
テ
ス
ト
な

ど
の
回
数
や
長
期
休
業
前
の
短
縮
日
課

が
減
る
の
で
、
十
時
間
か
ら
三
十
時
間

の
授
業
時
間
が
増
え
ま
す
。

●
中
学
校
で
は
テ
ス
ト
の
範
囲
は
変
わ

り
ま
す
か

年
五
回
だ
っ
た
定
期
テ
ス
ト
が
年
四

回
に
な
る
の
で
、
学
習
期
間
が
広
が
り
、

出
題
範
囲
は
広
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
六
月
下
旬
に
実
施
し
て
い
た
期

末
テ
ス
ト
が
、
九
月
下
旬
に
移
る
こ
と

で
、
夏
休
み
を
使
っ
て
、
分
か
ら
な
か

っ
た
部
分
を
勉
強
し
直
す
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
成
績

は
ど
の
教
科
で
も
、
定
期
テ
ス
ト
だ
け

で
つ
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
高
校
受
験
の
と
き
に
、
三
学
期
制
の

学
校
よ
り
不
利
に
な
り
ま
せ
ん
か

前
期
ま
で
の
評
価
に
、
十
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
評
価
の
資
料
を
加
え
て
適

切
に
評
価
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
三
学
期

制
の
学
校
と
評
価
方
法
は
同
じ
で
す
か

ら
、
不
利
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
は
ど
の

よ
う
な
変
化
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

学
校
行
事
は
、
柔
軟
に
日
程
を
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
九

月
下
旬
に
実
施
し
て
い
た
小
学
校
の
運

動
会
は
、
五
月
下
旬
に
開
催
し
た
り
、

五
月
の
中
旬
に
実
施
し
て
い
た
林
間
学

校
は
、
七
月
に
開
催
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
ふ
れ
あ
い

行
事
な
ど
も
日
程
の
工
夫
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

●
通
信
票
の
回
数
が
減
る
こ
と
で
、
保

護
者
が
学
校
で
の
子
ど
も
の
様
子
を
知

る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
せ
ん
か

通
信
票
な
ど
の
発
行
回
数
は
減
り
ま

す
が
、
教
育
相
談
や
面
談
、
自
己
評
価

カ
ー
ド
な
ど
で
、
学
校
で
の
様
子
を
伝

え
る
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

●
終
業
式
が
さ
れ
て
い
た
夏
休
み
や
冬

休
み
の
直
前
日
は
、
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か

二
学
期
制
で
は
、
夏
休
み
や
冬
休
み

の
直
前
日
は
、
学
期
の
途
中
で
す
。
そ

の
た
め
、
学
校
で
は
通
常
の
授
業
を
し
、

休
み
の
過
ご
し
方
の
指
導
な
ど
を
し
た

あ
と
、
下
校
に
な
り
ま
す
。

●
将
来
は
、
全
国
的
に
二
学
期
制
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か

二
学
期
制
の
導
入
は
、
各
市
町
村
の

教
育
委
員
会
が
教
育
的
効
果
を
考
え
な

が
ら
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
全

国
的
に
二
学
期
制
に
す
る
と
い
う
施
策

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
学
期
制
を
導
入

し
て
い
る
市
町
村
は
ま
だ
、
少
な
い
の

で
す
が
、
試
行
や
研
究
の
動
き
は
各
市

町
村
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
県

内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
が
研
究
し
、

横
浜
市
の
小
・
中
学
校
で
は
平
成
十
六

年
度
か
ら
二
学
期
制
が
始
ま
り
ま
す
。

二
学
期
制
を
研
究
す
る
中
で
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
様
々
な
不
安
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
二
学
期
制
を
研

究
す
る
う
え
で
は
、
み
な
さ
ん
の
多
く
の
声
が
大
切
で
す
。
今
後
も
各
小
・
中
学
校

で
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
声
を
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
二
学
期
制
に
つ
い
て
の
不
安
や
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
指
導
室（
�
35
ー
８
１
２
０
）や
通
学
の
小
・
中
学
校
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
安
疑
問
。お
答
え
し
ま
す

平成16年度の二学期制研究一覧表です。研究は、「二学期制試行校＝●」と「三学期
制のまま二学期制を研究する学校＝●」の二つに分かれます。

中
学
校

小
学
校

小
学
校

●大住中学校
●大野中学校
●春日野中学校
●金目中学校
●神田中学校
●旭陵中学校
●金旭中学校
●江陽中学校
●神明中学校
●太洋中学校
●土沢中学校
●中原中学校
●浜岳中学校
●山城中学校
●横内中学校

●旭小学校
●岡崎小学校
●大野小学校
●大原小学校
●勝原小学校
●金目小学校
●金田小学校
●神田小学校
●吉沢小学校
●城島小学校
●相模小学校
●真土小学校
●崇善小学校
●土屋小学校

●豊田小学校
●中原小学校
●なでしこ小学校
●花水小学校
●富士見小学校
●松が丘小学校
●松延小学校
●松原小学校
●みずほ小学校
●港小学校
●南原小学校
●山下小学校
●八幡小学校
●横内小学校

※太字は平成15年度からの二学期制試行校です。

昨年の我が家の総決算。�昨年の我が家の総決算。�
●巡回受け付けと相談
右の会場

でも市県民
税や所得税
の申告と相
談を受け付
けます。所
得税の申告
の受け付け
は「Ａ様式」のみです。※時間
はいずれも午後2時～4時30分
です。
●税理士会による無料申告相談

所得金額が300万円以下の

小規模事業所得者や医療費控
除など（住宅借入金等特別控
除は除く）の還付申告をする
人が対象です。
�日時 2月4日（水）・5日（木）
午前9時30分～正午・午後1
時～3時30分※相談人数に
より、受け付けを早めに終
了する場合があります。

�会場 旭北公民館
�問い合わせ先 平塚税務署
●おむつの医療費控除
介護保険の認定を受けてい

る人で、前年に引き続きおむ

つの医療費控除を受ける場合
は、平塚市が発行する「主治
医意見書の内容確認証明書」
が必要です。この証明書は、
高齢福祉課（市役所1階�番窓
口・内線2211）で発行します。
●住宅借入金等特別控除の申
告は
住宅借入金等特別控除の申

告は税務署で受け付けます。
●還付申告受け付け中
医療費控除や住宅借入金等

特別控除などの還付申告は、
税務署で受け付けています。

●申告に必要なものは
市県民税の申告や所得税の

確定申告には、次のものをご
用意ください。また、昨年申
告をした方は、その「控え」を
忘れずに。
◇用意するもの（☆は必ず、★
は該当者のみ）

☆申告書、印、源泉徴収票など
の収入が分かる書類、金融
機関や郵便局の口座番号が
分かるもの

★医療費の領収書、生命保険
料の支払い証明書、昨年の

申告に使った収支内訳書、
農業所得計算書

※このほかにも個々の状況に
より必要なものがあります。
詳しくは、市民税課（市県
民税について）または、平
塚税務署（所得税の申告に
ついて）へ、お問い合わせ
ください。

■市県民税の申告
◇申告が必要な主な人
平成16年1月1日現在、市内

にお住まいで、所得税の確定
申告をする必要がない次の人
です。
昨年1年間に…
◎給与・事業・農業などの所
得があった

◎日雇い賃金があった
◎年金や恩給などを受けた
◎市県民税が給与から天引き

されていない（勤務先が給
与支払報告書を提出してい
る場合は除く）

◎退職し、その後就職してい
ない

◎国民健康保険の被保険者
◎市内に家屋や店舗・事務所
などがある（平成16年１月１
日現在、市外にお住まいの
人も対象です）

◇受け付け期間・場所
�2月2日（月）～13日（金）市民

税課（市役所１階⑩番窓口）
�2月16日（月）～3月15日（月）
市民ホール（市役所１階）

■所得税の確定申告
◇申告が必要な主な人
昨年1年間に…
◎給与の収入金額が2,000万円
を超えた

◎給与以外の所得が20万円を
超えた

◎2か所以上から給与を受けた
◎不動産やゴルフ会員権など

の資産を売った
◇受け付け期間・場所
確定申告書には、申告する

所得が給与所得、雑所得（年金
など）、配当所得、一時所得の
みの人が使える申告書「A様
式」と所得の種類にかかわら
ず使える「B様式」があります。
市民ホールで受け付けできる
のは、このうち「Ａ様式」の
みになります。
�2月16日（月）～3月15日（月）

平塚税務署（松風町）、市
民ホール（市役所1階）

期　日�

1月30日（金）�

2月 3 日（火）�

2月 6 日（金）�

2月 9 日（月）�

2月10日（火）�

2月12日（木）�

2月13日（金）�

吉沢公民館�

金目公民館�

岡崎公民館�

金田公民館�

神田公民館�

城島公民館�

豊田公民館�

会　場�

問い合わせ先
市民税課（�21-8766）
平塚税務署（�22-1400）

●受け付け時間●
市県民税の申告、所得

税の確定申告の受け付け
時間は午前8時30分～午後
5時です（平塚税務署は午
前9時から）。
※土・日曜日、祝日は除
く（2月22日・29日の日
曜日は受け付けます）。

市県民税・所得税の申告 日曜日（2／22・29）も受け付け

座談会参加者
越光 正壽さん（土屋公民館館長）
木村 義広さん（土屋小学校ＰＴＡ会長）
安池 義治さん（土屋小学校ＰＴＡ副会長）
大野 まゆみさん（土屋小学校ＰＴＡ学年委員長）
山本 久美さん（土屋小学校ＰＴＡ学年副委員長）
小川 義明さん（土屋小学校教諭）
原 巽さん（土屋小学校6年生）
関野 華さん（土屋小学校5年生）

右写真
上から

二学期制を探る。土屋小学校で座談会



社
会
福
祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時

１
月
28
日（
水
）・
30

日（
金
）、
２
月
４
日（
水
）・
６

日（
金
）
・
13
日（
金
）
・
18
日

（
水
）、
全
６
回
、
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

▽
会
場

福
祉
会
館

▽
定
員

40
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
1
33
ー
２
３

３
３
・
福
祉
会
館
内
）へ
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
確
定

申
告
を
す
る
と
き
に
社
会
保
険

料
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
る
世
帯
に
は
、

平
成
十
五
年
中
の
納
付
額
の
通

知
を
一
月
中
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
確
定
申
告
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課（
1
21
ー
８
７
７
５
）へ
。

親
子
で
一
緒
に
楽
し
く
遊
び

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

１
月
30
日（
金
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

勤
労
会
館

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員

80
組（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
、
住
所
、
氏
名

（
保
護
者
と
お
子
さ
ん
）、
お
子

さ
ん
の
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
児
童
福
祉
課（
〒
254
ー
8686

浅
間
町
９
ー
１
・
6
23
ー
９
４

６
７
・
1
21
ー
９
６
１
２
）へ
。

平
塚
市
の
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

子
ど
も
や
子
育
て
の
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
対
象
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
０
歳

か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
が
い
る
家
庭
か
ら
無
作

為
に
抽
出
し
た
五
千
世
帯
で
す
。

対
象
の
方
に
は
、
調
査
票
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
福

祉
課（
1
21
―
９
６
１
２
）へ
。

歯
周
病
は
進
行
す
る
と
、
歯

肉
が
浮
い
た
り
、
口
臭
が
し
た

り
し
て
不
快
な
思
い
を
し
ま
す
。

歯
科
医
師
か
ら
、
正
し
い
知
識

と
予
防
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

２
月
１
日（
日
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

25
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

歯
ブ
ラ
シ
、手
鏡
、

コ
ッ
プ

お
申
し
込
み
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー（
1
34
ー
０
３
１
１
）へ
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

厚
生
年
金
の
老
齢
年
金
、
共
済

年
金
の
退
職
年
金
を
受
け
て
い

て（
老
人
保
健
制
度
の
該
当
者

は
除
く
）、公
簿
な
ど
で
確
認
が

で
き
る
方
は
、
届
け
出
を
省
略

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
方
に
は
「
退
職
被
保

険
者
証
」
を
郵
送
し
ま
す
。
た

だ
し
、
転
入
者
や
被
扶
養
者
、

年
金
受
給
の
確
認
が
で
き
な
い

方
な
ど
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課（
1
21
ー
８
７
７
５
）へ
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め

の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
「
地

域
福
祉
計
画
案
」
に
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
計
画
案
は
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所

一
階
）や
公
民
館
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
一
面
題
字

右
）な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
応
募
方
法

市
長
へ
の
手
紙

（
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
）、

な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス（
6
０
１

毎週月～金曜日・午前9時30分～午後4時/消費生活

センター（JAビルかながわ2階、4面市民相談欄参照）

消費生活
相 談

平成16年1月15日　６
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

２
０
ー
７
０
４
５
８
９
）、
Ｅ

メ
ー
ル（fukusi@

city.hira
tsuka.kanagawa.jp

）で
、福

祉
政
策
課（
内
線
２
１
５
１
）へ

▽
締
め
切
り

１
月
29
日（
木
）

●
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

が
傍
聴
で
き
ま
す

▽
日
時

１
月
29
日（
木
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

中
央
公
民
館

▽
定
員

10
人（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
先

福
祉
政
策
課

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
政

策
課（
内
線
２
１
５
１
）へ
。

現
在
、
消
化
器
疾
患
は
、「
内

科
」
で
診
療
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
分
野
が
広
範
囲
に
お
よ

ぶ
こ
と
か
ら
消
化
器
部
門
を
独

立
さ
せ
、「
消
化
器
科
」を
新
設

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
市
民
病

院
の
診
療
科
は
二
十
科
に
な
り
、

専
門
領
域
が
よ
り
分
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
病

院
病
院
総
務
課（
1
32
ー
０
０

１
５
）へ
。

身
体
障
害
者
手
帳
と
印
を
お

持
ち
に
な
り
直
接
本
人
が
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

２
月
６
日（
金
）午
後

１
時
〜
２
時

▽
会
場

福
祉
会
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福

祉
課（
1
21
―
８
７
７
４
）へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ

ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
を

国
民
健
康
保
険
税
は
控

除
対
象
に
な
り
ま
す

子
育
て
支
援「
親
子

で
だ
っ
こ
あ
そ
び
」

歯
周
病
予
防
教
室

を
開
催
し
ま
す

次
世
代
育
成
支
援
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

４
月
か
ら
市
民
病
院
に

「
消
化
器
科
」
を
新
設

退
職
者
医
療
制
度
の
届

け
出
が
変
わ
り
ま
し
た

地
域
福
祉
計
画
案
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

聴
覚
障
害
者
の
補
聴

器
相
談
を
開
き
ま
す

海外宝くじの相談が増えていま
す。突然海外からダイレクトメー
ルが届き、高額の賞金が当選した
かのようなことが書かれています。
しかし、よく読むと海外宝くじの
購入を代行する業者から送られた
『高額の賞金が当たる海外宝くじ
の申し込み案内』です。業者が宝
くじの購入をしているか、実際に
当選したかを確認することも困難

です。業者と連絡がつかなくなる
場合もあります。申込書に支払い
のクレジットカード番号を記入し
て返送するようになっている場合、
安易にクレジットカード番号を知
らせることは大変危険です。
日本国内での海外宝くじの販売、

取り次ぎ、授受は法律で禁止され
ていますので注意しましょう。
□　問 消費生活センター（12１－7530）

海外宝くじに当選？
くらし快適メモ〈連載○56〉

東海大学教養学部芸術学科の学生が描いた絵画や写真などの展示
と音楽学課程の学生によるコンサートを開きます。
u展示会 1月28日（水）～2月1日（日）、美術館市民アートギャラリー
uコンサート 1月31日（土）午後3時開演、美術館ミュージアムホール、
150人（当日先着順）

東海大学教養学部芸術学科

造形作品の展示とコンサート
◇問い合わせ先　文化行政推進室（132ー2235・市民センター内）

☆もっとおしえて！肝炎（専門医、管理栄養士の話）

過去に大きな手術を受けたり、多量に出血したりしたこと

がある方や肝機能に異常がある方は、ぜひ、ご参加を。

u日時 2月12日（木）午後1時30分～3時

u会場 須賀公民館

u定員 30人（先着順）

☆楽しくウォーキング（生活習慣病と腰痛・肩こり予防）

ウォーキングは、一番身近な全身運動です。長続きさせる

ための方法や室内でできる運動なども紹介します。

u日時 2月23日（月）午後1時30分～3時

u会場 保健センター

u定員 30人（先着順）

u持ち物 運動服、運動靴

お申し込みは、電話で保健センター（134ー0311）へ。

ヘ ル シ ー 体 験 教 室

い き い き 健 康 教 室

œ ı ı E E ı W

ご家庭の不用品を再デビュ
ーさせませんか。
◇譲ってください 山城中学
校女子制服（150～160㎝）、浜
岳中学校ジャージ（M～L）、神
田幼稚園男子制服（100㎝以
上）、B型ベビーカー、介護用
ベッド、テレビ、冷蔵庫、ト
レーニング器具一式（腹筋台、

ダンベルなど）、車いす、ストーブガード
◇譲ります　①有料 チャイルドシート、ベビーベ
ッド、女の子用洋服（90～120㎝、30着程度）、ベビ
ーゲート（2組）、オイルヒーター、折りたたみベッ
ド、おむつカバー、ベビージム、赤ちゃん用歩行器
②無料 A型ベビーカー、ひな人形（7段）、ダイニ
ングテーブル（4人用）、木製学習机、電気こたつ、
ホットカーペット、灯油ポリタンク（20R）、エレク
トーン、剣道防具一式（小学校低学年～）、一輪車

◎不用品の登録やあっせんは、電話などでお
受けします（先着順）。受け付けは、土・日
曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時ま
でです。不用品登録情報は市のホームページ
でもご覧いただけます（URLは1面題字右横
参照）。交渉は当事者同士でお願いします。
登録は3か月間有効。

【嘱託員】平成16年4月1日採用予定
●栄養士嘱託員〈1人〉
u対象 昭和28年4月2日～昭和43年4月1日に生ま
れ、管理栄養士の資格がある人

u職務内容 給食管理業務など
u勤務日時 週3日（1日8時間勤務）
u賃金 月額130,100円（予定）
●勤労者共済会嘱託員〈1人〉
u対象 昭和34年4月2日～昭和50年4月1日に生ま
れ、普通自動車運転免許証がある人

u職務内容 一般事務ほか
u勤務日時 週5日（1日6時間勤務）
u賃金 月額142,620円（予定）
★応募方法 職員課でお配りする「受験申込書」に
必要事項を記入し、1月19日（月）～23日（金）に、
本人が直接職員課（市役所3階・121－8762）へ

★試験日時・会場 1月31日（土）午前9時30分～正
午、勤労会館（予定）

★雇用条件 雇用期間１年度以内 ※詳細は募集
案内をご覧ください。

【臨時職員】
対象は、昭和25年4月2日～昭和54年4月1日に生

まれた人です。登録制で欠員が生じた場合に採用
します（有効期限3年間）。
●給食調理員
u職務内容 市内小学校、学校給食共同調理場で
の学校給食の調理、洗浄の補助作業

u勤務日 学校給食実施日
u賃金 時給835円（交通費支給）
●給食配膳員
u職務内容 市内小学校の学校給食配膳作業
u勤務日 学校給食実施日（1日2～4時間）
u賃金 時給1,000円（交通費支給）
★応募方法 市販の履歴書（Ａ4判・写真添付）に必
要事項を記入し、1月16日（金）～27日（火）〈土・
日曜日は除く〉に、本人が直接学校給食課（豊原
分庁舎1号館2階・135ー8119）へ

1月20日（火）から、美術館の常設展示が新しくなります。安藤好明、広津

柳波・和郎・桃子のコレクションのほか、平塚、小田原、箱根湯本、茅ヶ崎に

ゆかりの深い作家の作品を展示します。

●主な作品

・歌川国貞「澤村田之助　尾上松助」

・今村紫紅「熱国之巻（下絵）」

・小出楢重「めでたき風景」

・小山敬三「晩秋飛瀑」

・萬鐵五郎「茅ヶ崎風景」

u観覧料 大人200円、大学生・高校生100円（小・中学生、市内にお住まい

の60歳以上の方は無料、第2・4土曜日は高校生無料）

□問 美術館（135－2111）

小
出
楢
重
「
め
で
た
き
風
景
」

ぜ ん



７ 広報ひらつか　第759号（1日・15日発行） 情 報 館

平塚市役所　〒254-8686 浅間町9-1
123-1111・35-1111

平塚駅前北口地下道に広告を出しませんか。
u使用期間 4月１日～平成17年3月31日　u募集数 48か所（利用
場所は先着順） u使用料 年額84,000円～144,000円
u申し込み方法 道路総務課にある申込書（市のホームページから
も取り出せます）に必要事項を記入し、2月24日（火）までに同課へ

◆
「
暮
ら
し
の
講
座
」
で
役
立

つ
情
報
を

生
命
保
険
と
年
金
に
つ
い
て
、

お
話
し
し
ま
す
。

▽
日
時
・
テ
ー
マ

①
２
月
５

日（
木
）…
「
生
活
設
計
を
た
て

よ
う
ー
生
命
保
険
編
ー
」
②
２

月
19
日（
木
）…
「
生
活
設
計
を

た
て
よ
う
ー
年
金
編
ー
」

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
か
な
が

わ
２
階
）

▽
定
員

各
70
人（
先
着
順
）

※
無
料
保
育
あ
り（
要
予
約
）

お
申
し
込
み
は
、
市
民
活
動

推
進
課（
1
21
ー
７
５
３
４
）へ
。

◆「
ま
ち
な
み
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
歴
史
を
活い

か
し
た
ま
ち
な

み
づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
当
日
先
着
八
十
人
。

▽
日
時

１
月
31
日（
土
）、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
…
平
塚
宿

ま
ち
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
午

後
３
時
〜
４
時
30
分
…
基
調
講

演（
清
水
擴
さ
ん
・
東
京
工
芸
大

学
教
授
）と
座
談
会

▽
会
場

崇
善
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計

画
課（
1
21
ー
８
７
８
１
）へ
。

◆
ふ
る
さ
と
再
発
見
「
湘
南
め

ぐ
り
」
の
参
加
者
を
募
集

江
の
島
島
内
の
史
跡
め
ぐ
り

な
ど
を
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月
21
日（
土
）午
前

９
時（
小
田
急
片
瀬
江
ノ
島
駅

集
合
）〜
午
後
１
時

▽
定
員

70
人（
先
着
順
）

▽
参
加
料

一
千
円
（
小
学
生

以
下
五
百
円
）

▽
申
し
込
み
方
法

２
月
10
日

（
火
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

藤
沢
市
観
光
課
内
湘
南
地
区
観

光
振
興
協
議
会（
〒
251
ー
8601
藤

沢
市
朝
日
町
１
ー
１
）へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観

光
課（
1
35
ー
８
１
０
７
）へ
。

◆「
女
性
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
」を

開
催
し
ま
す

▽
日
時

１
月
28
日
〜
３
月
24

日
の
水
曜
日
、
全
７
回
、
午
後

７
時
〜
９
時

▽
定
員

30
人（
抽
選
）

▽
会
場

見
附
台
体
育
館

▽
参
加
料

二
千
円

お
申
し
込
み
は
、
一
月
二
十

二
日（
木
）ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団（
〒
254
ー
0074
大

原
１
ー
１
総
合
公
園
管
理
事
務

所
内
・
1
35
ー
０
１
２
０
）へ

◆
地
域
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
き
ま
す

「
悪
質
商
法
の
落
と
し
穴
」を

テ
ー
マ
に
お
話
し
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月
10
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
か
な
が

わ
２
階
）

▽
講
師

加
藤
敬
さ
ん
（
国
士

舘
大
学
非
常
勤
講
師
）

▽
定
員

80
人（
先
着
順
）

※
無
料
保
育
あ
り（
要
予
約
）

お
申
し
込
み
は
、
市
民
活
動

推
進
課（
1
21
ー
７
５
３
４
）へ
。

◆
東
海
大
学
・
神
奈
川
大
学「
留

学
生
と
語
ろ
う
か
い
」

留
学
生
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
や
懇
親
会
を
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月
８
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

大
原
公
民
館

▽
定
員

70
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
交
流
親
善

課（
1
25
ー
２
５
２
０
）へ
。

◆
平
成
16
年
度
の
給
食
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
十
六
年
度
の
学
校
給
食

用
食
材
料
の
納
入
を
希
望
す
る

業
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
現
在
登
録
し
て
い
る
業
者
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
請
用
紙
の
配
布
期
限

１

月
22
日（
木
）ま
で

▽
受
け
付
け
期
間

１
月
23
日

（
金
）〜
２
月
５
日（
木
）

※
配
布
、
受
け
付
け
と
も
に
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

▽
配
布
・
受
け
付
け
場
所

学

校
給
食
課
（
豊
原
分
庁
舎
１
号

館
２
階
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
給

食
課（
1
35
ー
８
１
１
９
）へ
。

◆
高
校
に
進
学
す
る
方
に
奨
学

生
制
度

四
月
に
高
校
へ
進
学
す
る
方

を
対
象
に
、
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

▽
支
給
条
件
（
次
の
す
べ
て
を

満
た
す
こ
と
）

①
平
塚
市
民

②
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
、

今
年
高
校
に
進
学
す
る
③
学
費

の
支
払
い
が
困
難
④
学
業
成
績

と
品
行
が
良
い
⑤
ほ
か
の
奨
学

金
を
受
け
て
い
な
い
（
生
活
福

祉
資
金
、
母
子
福
祉
資
金
を
受

け
て
い
る
方
は
除
く
）

▽
支
給
額

月
額
一
万
五
百
円

▽
受
け
付
け
場
所

通
学
し
て

い
る
中
学
校

▽
締
め
切
り

２
月
10
日（
火
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課

（
1
35
ー
８
１
１
８
）へ
。

◆
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
の
結
果

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
神
奈
川
県
大
会
な
ど
で
、

次
の
中
学
生
が
上
位
入
賞
し
ま

し
た（
敬
称
略
）。

○
神
奈
川
県
大
会
　
金
賞
「
障

害
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」
正

木
智
子（
大
野
中
３
年
）

銀
賞

「
焦
ら
な
く
て
い
い
よ
」
須
藤

愛
子（
神
明
中
３
年
）

○
小
田
原
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
予
選
　
銅
賞
「
い
じ
め
の
な

い
世
の
中
に
す
る
た
め
に
」
黒

沢
美
香（
江
陽
中
３
年
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活

動
推
進
課（
内
線
２
２
５
４
）へ
。

◆
旧
海
軍
相
模
工
廠

し
ょ
う

跡
地
の
環

境
調
査
を
し
ま
す

旧
海
軍
相
模
工
廠
跡
地（
西

八
幡
一
丁
目
）か
ら
旧
日
本
海

軍
の
遺
物
と
み
ら
れ
る
有
毒
物

質
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

環
境
省
が
周
辺
区
域
の
環
境
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
周
辺
に
影
響

が
生
ず
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
調
査
期
間

２
月
中
旬
ま
で

▽
調
査
項
目
な
ど

・
地
下
水
調
査
…
付
近
の
地
下

水
を
採
取
し
て
分
析
し
ま
す
。

・
環
境
大
気
調
査
お
よ
び
水
平

物
理
探
査
…
美
術
館
南
側
、
第

二
合
同
庁
舎
建
設
予
定
地
北
側
、

県
平
塚
合
同
庁
舎
別
館
駐
車
場

の
大
気
お
よ
び
地
下
の
異
物
を

調
査
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
省

環
境
安
全
課（
1
03
ー
3581
ー
３

３
５
１
内
線
６
３
４
２
）へ
。

十
一
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ

た
監
査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員

内
藤
光
孝
さ
ん
、
相
原
光
治
さ

ん
、
小
林
保
雄
さ
ん
、
金
子
修
一

さ
ん
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
監
査
の
対
象
及
び
結
果
】

◆
定
期
監
査
（
公
有
財
産
お
よ

び
備
品
の
管
理
）

▽
遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
、
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
、

破
砕
処
理
場
、
高
麗
山
公
園
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
、
湘
南
ひ
ら
つ
か

ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
…
公
有
財
産

の
管
理
は
、
良
好
に
管
理
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
備
品
の
管
理
は
、
良
好

に
管
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

▽
総
合
公
園
、
地
域
医
療
管
理

セ
ン
タ
ー
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
平
塚
栗
原
ホ
ー
ム
、

福
祉
会
館
、
東
部
福
祉
会
館
白

寿
荘
、
南
部
福
祉
会
館
、
七
国

荘
、
万
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
袖
ケ
浜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
技
能
セ
ン

タ
ー
、保
育
園（
花
水
台
、神
田
、

若
草
）、
花
水
台
ハ
イ
ム
…
一

部
補
修
な
ど
を
要
す
る
箇
所
が

あ
り
ま
し
た
が
、
総
体
的
に
良

好
に
管
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
補

修
な
ど
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る

も
の
は
、
早
期
に
対
応
し
、
施

設
を
長
期
に
か
つ
良
好
な
状
態

で
維
持
す
る
よ
う
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
備
品
の
管
理

は
、
良
好
に
管
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

1月納期の市税・手数料

◆対象税など

・国民健康保険税　　（第８期）

・介護保険料　　　　（第８期）

・清掃し尿従量手数料（第10期）

◆納期最終日 2月2日（月）

駅前地下道広告板のご利用を
◇申し込み先　道路総務課（市役所新館2階・内線2709）

監
査
の
結
果

子
ど
も
に
何
か「
問
題
」を

感
じ
て
専
門
機
関
を
訪
ね
る

と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
相
談

が
始
ま
る
の
か
、
子
ど
も
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー
の
場
合
を

紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
電
話
で
予
約
を
し

て
、
来
所
し
た
と
き
に
申
込

票
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
面
接
時
間
は
約
二
時
間
。

面
接
で
は
、
親
と
し
て
困
っ

て
い
る
こ
と
や
子
ど
も
へ
の

思
い
を
お
聞
き
し
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
様
子
か
ら
、
一
緒

に
そ
の
気
持
ち
を
想
像
し
て

み
ま
す
。
学
校
な
ど
家
庭
の

外
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
こ
れ
ま
で
成
長
す
る

中
で
気
に
な
っ
た
こ
と
、
家

族
と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
も

お
聞
き
し
ま
す
。
し
か
し
、

「
原
因
さ
が
し
」
や
診
断
の

「
ラ
ベ
ル
は
り
」
を
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
じ
っ

く
り
と
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
一
緒
に「
問
題
」に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
整
理

さ
れ
、
子
ど
も
へ
か
か
わ
る

意
欲
が
新
た
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー
で
で
き
る
こ
と
を
伝
え
、

相
談
を
継
続
す
る
か
ど
う
か

を
決
め
ま
す
。
継
続
す
る
場

合
は
、
新
た
に
担
当
を
決
め

定
期
的
な
面
接
を
始
め
ま
す
。

そ
の
場
合
、
一
回
の
面
接
時

間
は
四
十
分
で
す
。

◆
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー
（
崇
善
小
学
校
北
側
・
1

36
ー
６
０
１
３
）

は
じ
め
て
の
相
談

プラスチック容器包装とは、商品が

入っている容器や包んである包装で、

商品が取り出されたあと不要になるも

ののうち、プラスチック、ビニール類

のものをいいます。

目印に「プラ」のマークが付いている

ので、マークを見て分別してください。

●プラマークの付いている主な品目

【ポリ袋、ラップ類】…お菓子やパンの

袋、レトルト食品のパック、レジ袋、ト

レイのラップ類、ペットボトルのラベル

【容器、トレイ、パック類】…弁当や納

豆の容器、プリンやゼリーのカップ、

食品トレイ、卵パック　

【ボトル類】…食用油、ソース、シャン

プー、台所洗剤などのボトル　

【チューブ類】…マヨネーズ、ケチャッ

プ、歯磨き粉などのチューブ　

【ふた類、そのほか】…ペットボトルな

どのふた、電気製品の緩衝材

●正しい出し方

①容器の中身を空にする

②臭いやカビを防ぐため、洗ったり、

拭き取ったりして汚れを取る

③容積を減らすため、丸めるなどして

ビニール袋に入れる（種類に関係な

く一緒にビニール袋へ）

④決められた日に収集場所に出す

4月から始まるプラスチック容器包装分別収集の説明会を開催し

ます。参加を希望する方は、直接会場にお越しください。

u日時・会場
・2月 3日（火）…富士見公民館　　

・2月 4日（水）…松原公民館　　　

・2月 9日（月）…大神公民館

・2月12日（木）…豊田公民館

・2月24日（火）…南原公民館

※時間はいずれも午後2時～3時です。

□問　環境業務課（121ー8796）

●俳句　題「凩・木枯
こ が ら し

」「大根」（応募333句）鳥海其礁選

一席 大根の素直に抜けて物足らず　吉野貞子（入野）

二席 木枯や剥
は

がれた軒に雀
すずめ

来る 橋すすむ（徳延）

三席 橋に来て凩手の荷煽
あお

りけり　臼井あき（南金目）

●短歌　題自由（応募125首）上野喜美子選

一席 川の州の突端に立てば空うつす満ち潮の波

足元に迫る 小泉貞子（夕陽ケ丘）

二席 確かなる明日を約す何もなしいま生かされ

て鳥の声きく　　　藤本光子（中原二丁目）

三席 浜昼顔の紅あせし砂浜に羽のぬれたる椋鳥
むく ど り

あるく　　　　　　西本すみ代（八重咲町）

●川柳　題「ほのぼの」（応募202句）田中誠選

一席 綾
あや

取りの橋へ可愛いい手で渡り

橋本満利子（大磯町）

二席 冬野菜夫は重い方を持ち　逵サヨ子（宮の前）

三席 即興の手話も笑顔で通じ合い

松田由貴子（見附町）

●現代詩　題自由（応募14編）升水昭夫選

一席 「水花火」 熊沢雅晴（老松町）

二席 「冬の港」 飯島知佐子（東中原一丁目）

三席 「窓の外」 岩本幸江（土屋）

高�
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れ
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★応募写真はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回・掲載写真は除く）。

�
丹
羽
有あ

り

咲さ

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
2
月
14
日
生
ま
れ

（
中
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丁
目
）

●保健センター
・中里34-17
・�34-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

「
年
中
行
事
を
楽
し
む
と
、
生
活
に
リ
ズ
ム
が
出

て
く
る
ね
」「
風
習
や
迷
信
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
な
行

事
も
あ
る
け
ど
、
そ
れ
が
い
い
ん
だ
よ
。
理
屈
ば
か

り
を
並
べ
て
機
械
的
に
行
動
す
る
だ
け
じ
ゃ
世
の
中

生
き
て
い
け
な
い
よ
」。
そ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
遊
園
地
、
カ
ラ
オ
ケ
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
…
。

楽
し
み
の
選
択
肢
が
増
え
る
一
方
で
、
若
い
人
た
ち

が
年
中
行
事
を
楽
し
む
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
初
日
の
出
だ
け
は
別
の
よ
う
だ
。

一
月
一
日
、
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
で
「
初
日
の
出
を
見

る
会
」
が
開
か
れ
た
。
訪
れ
た
の
は
お
よ
そ
二
千
人
。

友
達
同
士
、
恋
人
同
士
が
寒
さ
に
身
を
寄
せ
、
今
か

今
か
と
日
の
出
を
待
つ
。
よ
う
や
く
平
塚
海
岸
が
初

明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
の
は
午
前
六
時
五
十
五
分
。

雲
間
か
ら
の
ぞ
い
た
初
日
を
「
拝
む
人
」
よ
り
も
、

携
帯
電
話
に
付
い
て
い
る
カ
メ
ラ
で
「
撮
る
人
」
の

多
さ
が
印
象
的
だ
っ
た
。

初
日
を
写
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
ら
れ
た
携
帯
電

話
。
楽
し
み
方
が
変
わ
っ
て
も
、
一
緒
に
写
さ
れ
た

「
年
中
行
事
の
あ
る
暮
ら
し
の
豊
か
さ
」
は
、
ど
う

か
消
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。

（
広
報
課

）

「
金
目
の
史
跡
を
歩
く
会
」
で
北
金

目
神
社
を
訪
れ
た
際
、
本
殿
を
拝
観
し

た
参
加
者
か
ら
「
こ
の
彫
刻
は
象
で
す

か
」
と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に

木
鼻
（
柱
か
ら
突
出
す
る
装
飾
的
な
部

分
）
の
彫
刻
は
象
で
す
。
象
や
獏ば

く

、
獅

子
な
ど
は
神
秘
的
な
力
を
持
つ
霊
獣
と

考
え
ら
れ
て
い
て
、
桃
山
時
代
以
降
、

木
鼻
の
彫
刻
に
現
れ
ま
す
。

北
金
目
神
社
の
本
殿
は
、
市
内
で
は

唯
一
の
※
「
春
日
造
」
で
、
建
立
は
江
戸

時
代
前
期
、
十
七
世
紀
中
期
か
ら
後
期

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
最
古
の

神
社
建
築
と
さ
れ
、
平
成
六
年
に
は
市

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
木
鼻
の
象
で
す
が
、
実
物
と
は

耳
の
形
が
少
し
違
い
ま
す
。
理
由
と
し

て
は
、
実
際
に
見
た
人
が
少
な
か
っ
た

こ
と
、
象
が
描
か
れ
た
仏
画
か
ら
伝
わ

る
印
象
が
強
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
、
象
は
為
政
者
へ
の
献
上
物

と
し
て
数
回
、
渡
来
し
た
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
当
時
は
珍
し
い
動
物
の

代
表
格
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
江
戸
時

代
後
期
の
制
作
と
さ
れ
る
神
田
寺
（
旧

観
音
寺
）
紙
本
着
色
涅ね

槃は
ん

図
に
描
か
れ

て
い
る
象
も
、
耳
の
形
や
つ
め
の
形
が

実
物
と
は
少
し
違
い
ま
す
。

さ
て
、
八
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
に
は
、

ベ
ト
ナ
ム
生
ま
れ
の
ア
ジ
ア
象
が
、
中

国
の
商
人
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
象
は
長
崎
に
到
着
後
、
二
か
月
か

け
て
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。

東
海
道
の
難
所
・
箱
根
で
は
、
象
小

屋
を
建
て
、
た
け
の
こ
や
ま
ん
じ
ゅ
う

を
用
意
し
て
出
迎
え
、
体
調
を
崩
し
た

象
の
た
め
、
神
仏
総
動
員
で
回
復
を
願

っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
平
塚
に
は
泊
ま
っ
た
と

い
う
だ
け
で
、
詳
し
い
記
録
は
見
つ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
春
日
造
　
奈
良
の
春
日
大
社
本
殿
に

代
表
さ
れ
る
神
社
建
築
の
一
形
式

▽
担
当
　
社
会
教
育
課
（
�
35
―
８
１

３
０
）

�第34回�

北金目神社
象の彫刻

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に赤
ちゃんの氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・住所・電話番号を
記入し、広報課「赤ちゃんのス
テージ」係（〒254-8686 浅間町

9-1）へ。対象は市内にお住まいの
1歳未満（掲載時）の赤ちゃん。締
め切りは前月の20日（抽選）。応募
は1回あたり1通まで。今回の応募
は33人。写真は返却しません。

【前期　妊娠6か月までの方】
� 2 日（月）午後1時30分～3

時15分、歯の衛生・妊娠
中の過ごし方

� 9 日（月）午前10時～午後
2時、調理実習で学ぶ妊娠
中と産後の栄養〈予約制〉

【後期　妊娠8か月以降の方】
�16日（月）午後1時30分～3

時15分、お産の進み方と
産後の過ごし方、呼吸法。
祖父母教室も開催

�27日（金）午後1時30分～3

時30分、赤ちゃんのおふろ

【妊婦・新生児の訪問相談】
ご自宅で、妊娠中の健康

管理や新生児に関する相談
をお受けします〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の

相談。
◇受け付け 毎週水曜日午
前9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 25日（水）午後
1時30分～3時

【個別健康診査】
実施医療機関へ直接お申

し込みください。実施医療
機関の一覧表は保健センタ
ーでお配りしています。
◇4か月児対象（満4か月～5

か月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに

案内通知をお送りします。
受け付け時間は午後1時～2
時です。
◇1歳6か月～1歳7か月児対象
� 3 日14年7 月1 日～10日生
�10日14年7 月11日～20日生
�17日14年7 月21日～31日生
◇3 歳 2 か月児対象
� 5 日12年12月1 日～10日生
�12日12年12月11日～20日生
�19日12年12月21日～31日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
歯の健康診査や相談、歯

みがき実習など。
◇2歳1か月児対象
�18日（水）午後1時30分～2

時30分
�26日（木）午前9時30分～10
時30分

離乳食の進め方など成長
に合わせたコースです。1週
間前までにご予約ください。
【ごっくん離乳食教室】
�3～5か月児対象、26日（木）
午後1時30分～3時

【もぐもぐ離乳食教室】
�7～8か月児対象、6日（金）･
20日（金）午後1時30分～3時

【ｶﾐｶﾐ･ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ離乳食教室】
�10～12か月児対象、12日
（木）午前10時～11時
【離乳食卒業教室】
�1歳3か月～1歳5か月児対
象、24日（火）午前10時～

11時

お子さんと一緒に学べる
体験教室です〈予約制〉。
【すくすく子育て教室】

5～6か月児対象。赤ちゃん
の病気と育児・遊び方など。
�4日（水）午後1時30分～3

時15分
【のびのびキッズ2歳児教室】

2歳児対象。27日のみ2歳
～2歳6か月児対象。時間は
午前10時～11時です。
�13日（金）楽しい食事と好
き嫌い

�20日（金）むし歯予防とブ　
ラッシング実習

�27日（金）2歳児の成長と
生活、楽しい遊び方

●2月のカレンダー

神
秘
的
な
力
を
持
つ
霊
獣

▲北金目神社本殿。左
右の柱から突出した
部分に象の彫刻があ
ります。

▲紙本着色涅槃図

�仰向けになった象が
描かれています。

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
初
日
の
出
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